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はじめに
このたびは、ディジタル照度計をお買い上げいただきまして	
ありがとうございます。

マニュアル
このユーザーズマニュアルは、ディジタル照度計の取り扱い上の	
注意や基本的な操作などを説明したものです。
ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、正しくお使い	
ください。

各国や地域の当社営業拠点の連絡先は、下記シートに記載されて	
います。
	 PIM 113-01Z2:	 お問い合わせ先	 国内海外の連絡先一覧

ご注意
・ 本書の内容は、性能・機能の向上などにより、将来予告なしに	
変更することがあります。また、実際の画面表示内容が本書に	
記載の画面表示内容と多少異なることがあります。
・ 本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の	
点や誤りなどお気づきのことがありましたら、お手数ですが、	
お買い求め先か、当社支社・支店・営業所までご連絡ください。
・ 本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは	
禁止されています。
・ 保証書が付いています。再発行はいたしません。よくお読み	
いただき、ご理解のうえ大切に保存してください。
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商標
・ Adobe、Acrobat、および PostScript は、アドビシステムズ社の	
登録商標または商標です。
・ 本文中の各社の登録商標または商標には、® 、TM マークは	
表示していません。
・ その他、本文中に使われている会社名、商品名は、各社の	
登録商標または商標です。

履歴
・ 2013 年　7月	 初版発行
・ 2014 年 11 月	 2 版発行
・ 2017 年 10 月	 3 版発行

3rd Edition: October 2017
All Rights Reserved, Copyright © 
2013, Yokogawa Meters & Instruments Corporation, 
2017, Yokogawa Test & Measurement Corporation
Printed in Japan
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計量法について
公正な取引や証明に使用する照度計は、計量法	
（JIS C 1609-2 照度計 - 第 2部：取引又は証明用）に	
より法定照度計の使用が義務づけられています。

本器は、計量法の型式承認を本体部と受光部が接続された	
状態で取得しています。
（受光部延長ケーブルなどを使用して本体部と受光部が分離	
された状態では、型式承認を取得していません。）
また型式承認は、本体部と受光部のシリアル番号が同一の	
組み合わせに対して適用されます。

受光部（上部） 本体部（側面）

検定証印
シール

校正および検定
校正および検定については、当社またはお買い上げの	
販売代理店にお問い合わせください。
51013, 51022 の校正
検定の有効期限は 2年間です。
2年ごとに検定を実施してください。
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梱包内容の確認
梱包箱を開けたら、ご使用前に以下のことを確認してください。	
万一、お届けした品の間違いや品不足、または外観に異常が	
認められる場合は、お買い求め先にご連絡ください。

ディジタル照度計
銘板に記載されているMODEL( 形名 ) が、ご注文どおりの品で	
あることを確認してください。

MODEL 仕様内容
51013 測定レンジ：

99.9/999/9,990/99,900/999,000
51022 測定レンジ：

9.99/99.9/999/9,990/99,900/999,000

51013：	 単機能モデル
適応規格：	 計量法
	 		 （JIS C 1609-2 照度計 - 第 2 部：取引又は証明用）
	 		 JIS C 1609-1 照度計 第 1部：一般計量器
	 		 	 一般形 AA級照度計に準拠

付属品
単三アルカリ乾電池 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .                                      2
レコーダ出力プラグ（JC017A） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .                           1
ソフトケース（RB038A） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .                                  1
取扱説明書（和文） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

アクセサリ（別売）

品名 仕様 形名
受光部延長ケーブル 3 m 91001

30 m 91002
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本書で使用している記号と表記法
注記
本書では、注記を以下のようなシンボルで区別しています。

本器で使用しているシンボルマークで、	
人体への危険や機器の損傷の恐れがある	
ことを示すとともに、その内容については	
ユーザーズマニュアルを参照する必要が	
あることを示します。

警　　告 	 取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡	
または重傷を負う危険があるときに、	
その危険を避けるための注意事項が記載	
されています。

注　　意 	 取り扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を	
負うか、または物的損害のみが発生する	
危険があるときに、それを避けるための	
注意事項が記載されています。

Note 	 本器を取り扱ううえで重要な情報が記載	
されています。
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本器を安全にご使用いただくために
本器は、専門知識のある方がご使用いただくことを	
前提に開発された製品です。
本器を正しく安全に使用していただくため、本器の操作に	
あたっては下記の安全注意事項を必ずお守りください。
このガイドで指定していない方法で使用すると、	
本器の保護機能が損なわれることがあります。
このマニュアルは製品の一部として重要な内容を含んでいます。
本器を廃棄するまで、本器を使用するときにすぐご覧になれる	
ところに、このマニュアルを大切に保存してください。
なお、これらの注意に反したご使用により生じた障害に	
ついては、YOKOGAWAは責任と保証を負いかねます。

本器には、次のようなシンボルマークを使用しています。
“ 取扱注意 ”( 人体および機器を保護するために、	
ユーザーズマニュアルやサービスマニュアルを	
参照する必要がある場所に付いています。)

次の注意事項をお守りください。 
使用者の生命や身体に危険が及ぶ恐れがあります。

	 警　　告

本器の用途
本器は、照度を測定する「照度計」です。
照度測定器としての用途以外には使用しないでください。

外観の確認
外観に異常が認められる場合は、本器を使用しないでください。

ガス中での使用
可燃性、爆発性のガスまたは蒸気のある場所では、使用しないで	
ください。そのような環境下で本器を使用することは大変危険です。
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	 警　　告

ケースの取り外し・分解の禁止
電池交換のとき以外は、ケースを開けないでください。
当社のサービスマン以外は、本器のケースの取り外し、	
分解または改造をしないでください。
お客様による修理は大変危険ですのでおやめください。

	 注　　意
・ 落としたり堅いものにぶつけないようにしてください。
・ 直射日光の当たる場所や多湿な場所での保管は避けてください。
・ -10℃～ 0℃の低温の場所で使用すると表示の応答が遅くなる	
場合があります。
・ チリやほこり、塩分や腐食性ガスの多い場所での使用は避けて	
ください。
・ 本器を有機溶剤で拭かないでください。
	 受光面に汚れやほこりが付着すると測定確度が落ちます。
	 乾いた柔らかい布で拭き取ってください。
・ 電源を入れた状態で、本体部と受光部を分離しないでください。
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1.	 各部の名称と機能

受光面

表示部

本体部

ハンドストラップ

操作キー

キャップ
受光面を保護します。
自動ゼロ調整する
ときにも使用します。

受光部
本体部から分離して
使用できます。
（延長ケーブル使用）

USBコネクタ
(mini Bタイプ)
USBケーブルを使って、
PCと通信をしたり
USB給電を行えます。

POWERキー
電源をON/OFF
します。
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操作キー

POWER 
ON/OFF 

RANGE 
T - H CALL 

Δ / % 
1 

K 
2 AVG 

COMP 
3 

c d 
4 

ACC 
C 

SET S - F 
> 

POWER
ON/OFF

RANGE
T - H Δ / %

51022 51013
( 単機能モデル）

RANGE キー
レンジの切り替えに使用します。
キーを押すと手動（マニュアル）レンジになります。
キーを押すごとにレンジが切り替わります。
自動（オート）レンジに戻る場合は、キーを 1秒以上押します。

T-H キー
タイマホールド時の時間設定、タイマのスタート（開始）に	
使用します。

CALL キー
設定値の確認で使用します。
各測定機能でキーを押している間、下記の設定値が表示されます。
色彩補正係数、光度測定の距離、コンパレータの上限値と下限値、	
リップル比

Δ /% キー
偏差表示で使用します。
基準値に対する測定データの偏差値または%（百分率）が	
表示されます。
通常の照度測定に戻る場合は、キーを 1秒以上押します。

K キー
色補正測定で使用します。
色補正した結果が表示されます。
キーを押すごとに通常測定と色補正測定が切り替わります。
色補正係数を設定できます。
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AVG キー
平均照度測定で使用します。
通常の照度測定に戻る場合は、キーを 1秒以上押します。

1, 2, 3, 4, C キー
平均照度測定で使用します。
4点法または 5点法のロケーションデータ をストアできます。
（ロケーション番号の表示：  ）

COMP キー
コンパレータ機能の上限値と下限値の設定、コンパレータ機能の	
開始で使用します。
通常の照度測定に戻る場合は、キーを 1秒以上押します。

cd キー
光源光度の距離の設定、光度の表示で使用します。
キーを押すごとに通常測定と光源光度測定が切り替わります。

ACC キー
積算照度のリミット値の設定、積算時間と積算値の表示で	
使用します。
通常の照度測定に戻る場合は、キーを 1秒以上間押します。

S-F キー
リップル測定で使用します。
キーを押すごとに通常測定とリップル測定が切り替わります。

SET キー
各種設定を行うときに操作します。

  キー、  キー
各設定位置を移動したり、数値を変更できます。
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三脚取付ネジ

測定基準面表示

電池カバーホールドスイッチ
測定データの表示を
ホールドします。

レスポンス切替スイッチ
受光部の応答速度
(FAST/SLOW)を
切り替えます。

イジェクトボタン
受光部を本体部
から分離する
ときに使用します。

レコーダ出力コネクタ
 レコーダやオシロ

スコープと専用の
ケーブルで接続
します。
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表示部

1 2 3 4 C S FAVG MEMO RSPS

AUTO POWER OFF COMPRCD Go HiLo
CALL SET K S-F R-H D-H

fc S
lx h
% m
cdf t

*: 全点灯時（一部未使用）

表示 表示の説明
8,8.8.8,8.8.8 測定値、演算値、設定値などのディジタル表示
AUTO POWER OFF オートパワーオフモードの時点灯
 偏差表示（  ）
CALL CALL キーが押された時点灯
SET 設定モードの時点灯
K 色補正係数

 レコーダ出力にプラグが挿入された時点灯
S-F リップル測定

 コンパレータモードの時点灯
R-H レンジホールドの時点灯
 データホールド、タイマーホールド時点灯
 電池電圧が低下の時点灯

 平均照度の時点灯
 レスポンス設定表示

S タイマーホールド時間設定単位、秒
lx 照度測定の単位
h 積算照度の積算時間の単位
% 偏差表示%
m 光源までの距離単位
cd 光度の単位、光源光度の時点灯
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2.	 操作の前に
2.1	 測定機能について
本器には以下の測定機能があります。

51013
単機能モデル
・ 通常の照度測定
・ 偏差表示

51022

・ 通常の照度測定
・ 偏差表示
・ 色補正照度測定
・ 平均照度測定
・ コンパレータ機能
・ 光源光度測定
・ 積算照度測定
・ リップル測定

色補正測定以外は、他の機能と組み合わせての測定はできません。
また、通常の照度測定と色補正測定以外の測定画面では、	
他の測定機能に関する操作はできません。

2.2	 電源のオン / オフ

	 注　　意
本器が正常に動作することを確認してください。

受光面にキャップを装着し、POWERキーを押すと電源が	
オンします。
「初期表示」になります。
	 表示が全点灯　→　[--CAL--] が表示（自動ゼロ調整の実行）	
照度測定 [0.00 lx] 表示になります。
(51013 は [0.0 lx] 表示）
再度 POWER キーを押すと電源がオフになります。
（3. 通常の照度測定、17.1 エラーメッセージについてを参照）
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2.3	 レスポンスの設定
受光部の応答速度をレスポンス切替スイッチで設定できます。	
用途に合わせて FAST または SLOWに設定してください。

スイッチ 
ポジション 応答速度 詳細

FAST 約 10ms 昼光、屋内照明一般 ( 蛍光灯、電灯光 )	
などの連続光を測定する場合に設定します。
表示部に［RSPS  ] が表示されます。

SLOW 約 500ms フリッカ光などの平均照度を測定するときや、
TV画面など測定光が変動する場合に	
設定します。
表示部に［RSPS  ] が表示されます。

Note 
波形観測などのために、レコーダ出力する場合は、FAST に	
設定してください。

2.4	 電池の確認と交換
電池電圧が低下していると、表示部に [  ] マークが表示され	
ます。
このマークが表示された場合は、新しい電池と交換してください。
電源をオフにして、本体の電池カバーを外します。
電池収納部分に表示されている極性と電池の極性を合わせて、	
新しい電池を入れてください。電池カバーを確実に閉めます。
電池の種類：単 3乾電池 2 本

電池

[本体部]
電池カバー
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2.5	 オートパワーオフ（自動電源オフ）
本器は、電源の切り忘れによる電池の消耗を防ぐためのオート	
パワーオフ機能が備えられています。約 30 分以上キーを操作	
しないと、「ピピッ、ピピッ」というビープ音が鳴ったあと、	
自動的に電源がオフになります。
ビープ音が鳴っている間に何れかのキーを操作すると、	
電源がオフされるまでの時間を延長（30 分）できます。
積算照度またはコンパレータ機能が実行されているときや、	
レコーダ出力端子にプラグが挿入されているときは、	
オートパワーオフ機能は動作しません。
オートパワーオフの作動中は、[AUTO POWER OFF] が	
表示されます。

オートパワーオフの解除
受光部のキャップを装着します。	
HOLDスイッチを押して（HOLDスイッチロック）から	
POWERキーを押して、電源をオンにします。
初期表示のあと [AUTO POWER OFF] の表示が消え、	
オートパワーオフが解除されます。
HOLDスイッチを再度押して、HOLD状態（ロック）を	
解除してから測定を行ってください。

オートパワーオフの復帰
POWERキーを押して、電源をオフにします。
受光部のキャップを装着します。
（HOLDスイッチがロックされていないことを確認します。）

再度 POWERキーを押して、電源をオンにします。	
初期表示のあと [AUTO POWER OFF] が表示されて、
オートパワーオフ機能が復帰します。
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2.6	 照度測定時の注意事項
精度良く測定するために、以下のことに注意してください。

・ 測定を開始する前に、電球は 5分間、放電灯は 30 分間点灯	
してから測定してください。
・ 受光面の位置および方向は、正確に設定してください。
	 受光面の測定基準面を以下に示します。

EJECT35 mm
測定基準面

・ 測定者の位置および服装が測定に影響を与えないように	
注意してください。
・ 厳密な測定には、測定対象となる光源の分光分布特性	
および本器の相対分光応答度特性に合わせた値で色補正を	
してください。
	 本器では、代表的な光源に対する色補正係数の他に、	
任意に 21 個（ユーザ設定）の補正係数を登録でき、	
これらの係数を使った色補正ができます。
	（「4. 色補正測定」を参照）
・ 長時間測定していると、周囲の温度が大きく変化し、	
ゼロ点が変わることがあります。このようなときは、	
本器の電源を一度オフにして再度オンにしてください。
	 (「3. 通常の照度測定」、操作手順を参照 )
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3.	 通常の照度測定
自動ゼロ調整
1.	 受光面にキャップを装着します。
	 （HOLDスイッチがロックされていないことを確認します。）
2.	 POWERキーを押して、電源をオンします。
	 全点灯表示のあと、自動ゼロ調整が実行（[--CAL--] 表示）	
されます。

	 自動ゼロ調整が終了すると [--CAL--] 表示が消えます。
	 （初期表示　終了）
	 照度測定 [0.00 lx] 表示になります。
	 (51013 は [0.0 lx] 表示）

（注）[--CAP--] 表示のままの場合は、キャップが正しく装着	
されていないことがあります。 キャップを正しく装着	
してください。（キャップの破損などによる場合も含む）

測定の開始
3.	 キャップを取り外して、測定を開始してください。

FRSPS

AUTO POWER OFF

lx

4.	 測定終了後は再び POWERキーを押し、電源をオフにして	
ください。受光面保護のためキャップを装着してください。

（注）測定中に［Err］が表示された場合、本体部と受光部の	
接続、キャップの装着状態を確認し、最初から操作し	
直してください。

	 （「17.1 エラーメッセージについて」を参照）
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4.	 色補正測定 (K キー )
51022 で使用できる機能です。
本器には、測定対象となる種々の光源に対応した分光分布特性、	
および相対分光応答度特性 ( 分光感度 ) から製品個別に計算された	
色補正係数（標準イルミナント Aに対する）がメモリされています。
測定対象に合わせて選択された色補正係数を自動的に測定値に	
乗じ、その結果を表示します。あらかじめメモリされた色補正	
係数の他に、最大 21 個の色補正係数を任意で設定（ユーザ設定）	
できます。設定された色補正係数は、電源をオフにしても保持	
されます。

光源の種類、名称 表示記号 色補正係数 ※ 
（代表値） 

(1) 蛍光ランプ　昼色 FLd 0.994
(2) 蛍光ランプ　白色 FW 0.996
(3) 蛍光ランプ　3波長域発光形 FL3 1.007
(4) 高圧水銀ランプ HGL 0.993
(5) 高圧ナトリウムランプ nAL 0.988
(6) 標準光源　B Stb 0.996
(7) 標準光源　C StC 0.995
(8) 等エネルギー光（400 ～ 760nm） Wt 0.997
(9) ユーザエリア U1～ U21 ユーザ設定

※ 色補正係数は、JIS Z 8719, JIS Z 8720, CIE No.53TC.2 から	
各ランプの相対分光分布の値を基に計算されています

色補正係数の設定
1.	 SETキーを押したあと、K キーを押します。[SET、K] が表示	
されます。光源の記号と色補正係数が表示されます。

2.	  キーで設定する色補正係数（記号）を選択します。	
光源の記号と色補正係数が表示されます。	
U1 ～ U21 を選択した場合は、任意の係数 (9.999 まで）を	
設定できます。	

 キーと  キーを使って、係数を設定してください。
3.	 SETキーを押すと、選択した色補正係数が有効になり、	
設定が終了します。[SET、K] 表示が消えます。	
設定した色補正係数は、電源をオフにしても保持されます。



IM 51013-01JA20

測定
1.	 Kキーを押します。[K] が表示されます。	
[K] 表示の間は、設定された色補正係数を乗じて演算した	
照度が表示されます。

2.	 設定されている色補正係数の確認を行う場合は、	
CALL キーを押し続けます。

3.	 通常の照度測定に戻る場合は、再度、Kキーを押してください。	
[K] 表示が消えます。

Note 
・ 色補正測定は他の測定機能と組み合わせて実行できます。	
ただし、他の測定機能が既に実行されている場合は、	
色補正測定はできません。
	 一度、通常の照度測定に戻ってから、色補正測定、	
その他の測定機能の順で操作してください。
	 また、他の機能と組み合わせて測定している場合は、	
色補正係数の確認はできません。
・ 前ページ記載の色補正係数 (1) FLd 0.994 ～ (8) Wt 0.997 は、	
代表値です。
	 製品個別の特性に応じた色補正係数（代表値と異なる）が	
本器にメモリされています。

データホールド (HOLD スイッチ )
表示中の測定値をホールド ( 固定 ) します。
暗い場所での測定など、表示が読み取りにくい場合に利用します。

測定
1.	HOLDスイッチを押します。
	 (HOLD スイッチがロックされた状態 )
	 測定値がホールドされ、[D-H] が表示されます。
2.	 データホールドを解除するときは、HOLDスイッチを	
再度押します。（ロック解除）

	 [D-H] 表示が消えます。
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5.	 タイマホールド (HOLD スイッチ、T-H キー )
設定された時間が経過したあと測定（値をホールド）します。
測定者の位置や服装が測定値に影響を与える場合、設置場所から	
離れる必要があります。設置場所から離れるまでの必要な時間を	
設定することにより正確な測定ができます。
	 51013 のタイマ設定時間：5秒（固定）
	 51022 のタイマ設定時間：000 ～ 999 秒（任意に設定）

時間設定（51022 の場合）
1.	 SETキーを押し、T-Hキーを押します。	
[SET, D-H, S] が表示されます。

2.	  キー、  キーで時間（数値）を入力します。
	 設定範囲は 000 ～ 999 秒です。
3.	 SETキーを押します。
	 [SET, D-H , S] が消えて時間設定を終了します。
	 設定した時間は、本器にメモリされ電源をオフにしても	
保持されます。

測定
1.	HOLDスイッチを押します。
	 ( スイッチが押されたままの状態になります。)
	 [D-H] が表示されます。
2.	 T-Hキーを押すと、タイマがスタートし、[D-H] が点滅します。
	 設定時間が経過すると「ピッ」という音が鳴り、	
そのときの測定値がホールドされます。	
[D-H] の点滅が終了します。	
測定を繰り返す場合は、再度、T-Hキーを押してください。

3.	 タイマホールドを解除するときは、HOLDスイッチを	
再度押します。

	 [D-H] が消えて通常測定に戻ります。
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6.	 レンジホールド (RANGE キー )
自動 (オート )レンジと手動 (マニュアル )レンジを切り替えます。
手動レンジでは、任意の固定レンジに設定できます。
測定量が一定範囲にあるときなどは、固定レンジで測定すると、	
応答が早くなります。
レンジ構成：	 	 小さい 0は、0に固定（桁位表示）

51022 51013
0.00 ～ 9.99

0.0 ～ 99.90.0 ～ 99.9
0 ～ 999 0 ～ 999
00 ～ 9,990 00 ～ 9,990
000 ～ 99,900 000 ～ 99,900
0,000 ～ 999,000 0,000 ～ 999,000

レンジの設定
1.	 RANGEキーを押します。手動レンジに切り替わり、	
現在実行中のレンジに固定されます。

	 [R-H] が表示されます。
2.	 RANGEキーでレンジを設定します。
	 キーを押すごとに、レンジが上がります。
	 最高レンジの次は、最低レンジになります。
3.	 自動レンジに戻るときは、RANGEキーを 1秒以上押します。
	 [R-H] が消えます。

Note 
測定中にレンジを確認するときは、受光面にキャップを装着して、	
照度をゼロにしてください。

7.	 平均照度 (AVG キー )
51022 で使用できる機能です。
4点法または 5点法による平均照度の測定ができます。
(「3. 通常の照度測定方法」の項を参照 )
各測定点の測定値を最大 5個保存ができます。
測定が終了すると、保存した測定値の平均照度を演算して	
表示できます。
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測定
1.	AVGキーを押します。[AVG MEMO -  ] が表示されます。
2.	「21. 照度測定方法」に基づいて、ロケーション1の照度を測定し、	

1キーを押します。測定値がストアされます。
	 ロケーション番号：	  　　（4点法）	
	 	 	  　（5点法）

3.	 測定手順 2. を各ロケーションで繰り返します。
	 5 点法の場合は、部屋の中央部 ( 重心点 ) の照度を測定し、	

Cキーを押します。
	 （ロケーションの測定順番は任意です。）
	 表示部には、「AVG MEMO -」 の後にストアされたロケーション	
の番号が表示されます。

	 ストア済みの番号のキーを押すと、測定値が上書きされます。
	 また、ストア済みの番号キーを 1秒以上押し続けると、	
ストアされた測定値が消去され、表示部のロケーション番号が	
消えます。

4.	 すべてのロケーションの測定値をストアしたら、AVGキーを	
押します。

	 [AVG] 表示になり、演算結果（平均照度）が表示されます。
	 再度、AVGキーを押すと、[AVG MEMO -  ] が表示され、	
測定値を上書き、消去できます。

5.	 通常の照度測定に戻る場合は、AVGキーを 1秒以上押します。
	 ストアされた測定値はすべて消去されます。

Note 
・ 平均照度測定を繰り返す場合は、一度通常の照度測定に戻ってから、	
再度平均照度測定を行うか、ストアしたすべてのデータを消去して	
から測定することをおすすめします。
・ 演算結果を表示している状態で、各ロケーションにメモリされた	
値を確認する場合は、確認したいロケーション番号のキーを押し	
続けます。
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8.	 偏差表示 ( Δ /％キー )
測定値を偏差表示します。
基準照度を設定し、設定した基準値に対しての偏差を演算して	
表示します。表示には次の二つの方法があります。
偏差値表示
	 Δ＝測定値－基準値

％（百分率）表示
	 ％＝ ( Δ / 基準値 ) × 100

測定
1.	 基準とする照度を測定し、Δ /％キーを押します。
	 測定値が基準値として記憶されます。
	 [ Δ , R-H] が表示され、測定レンジが固定されます。
	 測定値が偏差値で表示されます。
2.	 さらに、Δ /％キーを押すと百分率表示に変わります。
	 [%] が表示されます。
	 Δ /％キーを押すごとに、偏差値表示と％表示が	
切り替わります。

3.	 基準値の確認をしたいときは、CALLキーを押し続けます。
4.	 通常の測定表示に戻る場合は、Δ /％キーを 1秒以上押します。

Note
測定値が測定レンジを超えると [OL] 表示になります。



IM 51013-01JA 25

9.	 光源光度 (cd キー )
51022 で使用できる機能です。
光源が単一で点光源と見なせる場合、光源から測定点までの	
距離を設定することにより、測定光源の光度を演算して表示	
できます。

	 光度 (cd) = 照度 (lx) ×距離 (m)2

測定する前に、測定光源までの距離を設定してください。

距離の設定
1.	 SETキーを押したあと、cdキーを押します。
	 [SET, m] が表示されます。
2.	  キー、  キーで測定対象とする光源と照度計の基準面までの	
距離を入力します。

	 設定範囲は 00.00 ～ 99.99 ｍ ( 単位： メートル）です。
3.	 SETキーを押します。
	 [SET, m] 表示が消えて設定を終了します。

測定
1.	 cdキーを押します。[cd] が表示されます。
2.	 照度計の受光面を光源に向けます。光源から照度計の基準面	
までの距離が、設定した距離になる位置で測定します。

	 入力距離を確認する場合は、CALLキーを押し続けます。
3.	 表示を読みとります。
4.	 通常の測定に戻る場合は、cdキーを押します。
	 [cd] 表示が消えます。
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10.	 積算照度 (ACC キー )
51022 で使用できる機能です。
積算照度、積算時間を演算して表示します。
積算照度の最大値は 9990000000 lx h( 有効表示は 3桁 )、	
積算時間の最大値は 10000 h ( 単位：時間 ) です。
また、この機能の中にコンパレータ機能があり、積算照度が	
あらかじめ設定された値に達したとき、その積算値で積算を	
停止し、表示が保持されます。停止時の積算時間を読みとる	
ことができます。コンパレータ機能を使用する場合は、	
リミット値を設定してください。

Note 
長時間の積算を実行する場合、電池が消耗してくると途中で	
積算に誤差が生じる可能性があります。長時間の積算を行う場合は、	
USB 給電することをおすすめします。

リミット値の設定 ( コンパレータを使用する場合のみ )
設定できる桁数は、有効数字 3桁と桁位表示 (0 固定 ) で	
最大 12 桁 ( 小数点以下 2桁を含む ) です。
入力は、上位 5桁と残り 7桁を分割して行います。
1.	 SETキーを押したあと、ACCキーを押します。
	 [SET, lx h] が表示されます。
2.	 最初に表示されているのは、上位 5桁の設定画面です。
	  キーと  キーで順次数字を入力してください。
	 5 桁分の入力が終わり、  キーを押すと画面が変わって	
残りの桁の設定画面になります。

	  キーと  キーでリミット値を設定します。

	 ( 例 )「1230000」と設定する場合

上位桁の設定画面 残り（下位）桁の設定画面

3.	 入力が終了したら、SETキーを押します。
	 [SET] 表示が消え設定終了です。
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測定
1.	ACCキーを押します。
	 積算がスタートし、[lx h] が表示されます。
	 オートパワーオフが解除されて、[AUTO POWER OFF] 表示が	
消えます。

	 コンパレータ機能を使用する場合は、COMPキーを押して	
ください。

	 [COMP, Go ] が表示されます。Goは積算中を表します。
2.	ACCキーを押すごとに、積算時間表示と積算値表示が切り	
替わります。

	 積算時間のときは、[h] 表示に変わります。
3.	 積算を中断する場合は、HOLDスイッチを押してください。
	 [D-H] が表示され、照度および時間の積算を中断します。
	 積算を再開する場合は、HOLDスイッチを再度押します。
	 コンパレータ機能を使用している場合、積算値が設定した	
リミット値を超えると、[D-H, Hi]が表示され、積算が停止します。

	 （積算時間が表示されます。）
4.	 リミット値の確認は、CALLキーを押し続けます。
	 設定桁が 7桁を超えている場合は上位桁と下位桁が交互に	
表示されます。

5.	 通常の測定に戻る場合は、ACCキーを 1秒以上押します。

Note 
積算照度、積算時間のどちらかが最大値に達した場合は、	
積算を停止します。[D-H] が表示されます。
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11.	 コンパレータ (COMP キー )
51022 で使用できる機能です。
測定値（表示値）が、設定した範囲に入っているか、	
上限値より大きいか、下限値より小さいかを判定します。
判定範囲は下限値 Lo (Low）、上限値Hi (High) で設定します。	
設定できる桁数は，有効数字 3桁と桁位表示 (0 固定 ) で、	
最大 8桁 ( 小数点以下 2桁を含む ) です。
判定結果が表示されます。

表示 条件
Hi 上限値 (Hi)< 測定値
Go 下限値 (Lo) ≦測定値≦上限値 (Hi)
Lo 測定値 <下限値 (Lo)

コンパレータの設定 ( 変更 )
1.	 SETキーを押した後、COMPキーを押します。
	 [SET COMP Lo ] が表示されます。Loは下限値を表します。
2.	 下限値を設定します。最上位桁だけが表示されているので、	

 キーで数字を入力します。
	  キーを押します。残り桁の設定表示になります。
	  キー、  キーで順次数字を入力してください。

	 ( 例 )「1230」と設定する場合

最上位桁の設定画面 残り（下位）桁の設定画面

3.	 COMPキーを押します。上限値の設定表示に変わり、	
表示が Hi に変わります。

	 設定手順 2. と同様に上限値を設定します。
	 （COMPキーで上限値、下限値が切り替わります。）
4.	 設定が完了したら、SETキーを押します。
	 設定が終了し、[SET] 表示が消えます。
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測定
1.	 通常の照度測定または色補正測定している状態で、	

COMPキーを押します。コンパレータ機能が実行され、	
[COMP, Lo], [COMP, Hi], [COMP, Go] のいずれが表示されます。

	 オートパワーオフが解除されて、[AUTO POWER OFF] 表示が	
消えます。

2.	 上限値と下限値を確認する場合は、CALLキーを押し続けます。
	 1.5 秒間隔で Lo、Hi の設定値が表示されます。
3.	 通常の測定に戻る場合は、COMPキーを 1秒以上押します。
	 [COMP, Lo], [COMP, Hi], [COMP, Go] 表示が消えます。

12.	 リップル測定 (S-F キー )
51022 で使用できる機能です。
昼間に室内照明灯（蛍光灯）の照度を容易に測定する機能です。
昼間、照度計で室内の照明灯の照度を測定する場合、太陽光に	
よる外乱光の影響が大きくなります。
そのため、通常は、照明灯を点灯して測定した測定値から、	
照明灯を消灯して測定した測定値 ( 外乱光の照度 ) を差し引く	
方法が採られます。この方法では、測定箇所ごとに点灯、	
消灯を繰り返す必要があり、また、照明灯が点灯してから照度が	
安定するまでに一定の時間を要するなど、多くの手間と時間が	
必要になります。
また、照明灯を点灯したまま各測定箇所の照度を測定したあと、	
照明灯を消灯して、同一箇所の外乱光の照度を測定してから、	
まとめて差し引く方法もありますが、点灯時、消灯時で同一場所、	
高さで測定することが難しく、誤差が大きくなる問題があります。
測定原理
本器の方式は、商用周波数で点灯している蛍光灯の放射に	
含まれる交流成分が、直流成分 ( 平均値 ) に対してある一定の	
比率 ( リップル比 ) を持つ特性を利用し、交流成分を測定する	
ことによって照度を計算できます。
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リップル比と照度の関係は、以下のとおりです。

リップル比 = 直流成分 Ld
交流成分 Lr

室内全照度－外乱光 Lg
交流成分 Lr=

蛍光灯の点灯波形
直流成分（平均値） Ld

室内全照度

外乱光  Lg

交流成分（リップル分）Lr

従って照度 ( 直流成分 Ld) は、以下の計算式で求められます。
	 照度 =交流成分 Lr ×リップル比
リップル比は、事前に室内全照度と外乱光 Lgを測定し求めて	
おきます。
本器では、あらかじめ測定しておいたリップル比を使うことに	
より、交流分を測定することで照度を算出できます。

リップル比の設定
リップル比は、リップル測定する前に設定しておく必要が	
あります。
同一条件下 ( 同種の蛍光灯、点灯器 ) での測定であれば、	
リップル比を設定し直す必要はありません。
蛍光灯を点灯した直後は、光源が不安定です。
点灯してから 30 分以上経過してから設定してください。
室内で外乱光が少なく、蛍光灯の真下となる場所で設定して	
ください。
設定中は照度計を絶対に動かさないでください。
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1.	 測定対象の蛍光灯に受光面を向け、SETキーを押したあと、	
S-Fキーを押します。全照度が測定されます。

	 約 5秒間 [-------] が表示されます。
2.	 表示が [L-OFF] (LIGHT OFF) に変わったら、蛍光灯を消灯します。
3.	 SETキーを押します。外乱光が測定されます。
	 [-------] が約 3秒間表示されます。正常にリップル比が設定	
されると、通常の照度測定に戻ります。

	 Err ( エラー ) が表示された場合は、リップル比が設定	
されません。

	 SETキーを押し通常の照度測定に戻ってから、場所を変えて	
再度実行してください。

	 次のような場合にエラーになります。
・ 外乱≧蛍光灯の関係にあるとき：	 (Err. 3)
・ 求める照度に対して交流分が異常に小さいとき	
または、異常に大きいとき：	 (Err. 0)

設定したリップル比は電源をオフにしても、次に設定が	
変更されるまで保持されます。

リップル測定
1.	 S-Fキーを押します。[S-F] が表示され、測定が開始されます。
	 リップル比を確認する場合は、CALLキーを押し続けます。
2.	 通常の測定に戻る場合は、S-Fキーを押します。
	 [S-F] 表示が消えます。
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13.	 通信機能
13.1	 ケーブル接続とインタフェース仕様
本器は、USB 通信により PC（パソコン）から本器の設定を	
行ったり、設定値や測定値などの確認ができます。
（仮想 COMポートによるシリアル通信）

USB ドライバソフトウェアのインストール
本器を PCに接続する場合、初回にUSB ドライバソフトウェアの	
インストールが必要です。
	 USB 仕様： Ver 1.1 準拠
ソフトウェアのダウンロードは、当社ホームページの照度計	
製品サイトから行ってください。

	 http://www.yokogawa.com/jp-ymi/gmi/luxmeters

通信設定
	 ボーレート：	 9600 bps
	 パリティ：	 なし
	 ストップビット：	 ２ビット
	 データ長：	 ８ビット
	 ハンドシェイク：	 なし
	 受信デリミタ：	 CrLf, Lf, 0x03
	 	 	 （いずれも受信可能）
	 送信デリミタ：	 CrLf, Lf, 0x03（デフォルト： CrLf）
	 	 	 （コマンドにより選択）
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13.2	 コマンド一覧

コマンド 説明

HD 測定データを照度計から PCへ送信する場合の	
ヘッダの有無を設定

IC 積算照度測定時のコンパレータの使用と終了
IL 積算照度と時間の読み出し
IS 積算照度測定の開始と終了
KC 色補正係数のユーザーエリア番号選択
KS 色補正係数の使用
LD 照度計から PCへのデータ送信の選択
PO オートパワーオフの使用
RA オートレンジの設定
RD 測定データの送信要求
RH レンジホールドの設定
RS バッファの未送信（測定値）データの確認
TM 送信デリミタ設定
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13.3	 コマンド詳細説明

コマ	
ンド 51013 51022 詳細説明
HD ○ ○ 測定データを照度計から PCへ送信する場合の	

ヘッダの有無の設定
ヘッダの有無の設定：HDm<デリミタ > 

m =  　 0：ヘッダなし、1：ヘッダあり（デフォルト）

⇒ 返信 : 0< デリミタ > 

IC - ○ 積算照度測定時のコンパレータの使用と終了
コンパレータの使用：IC,m<デリミタ > 

m =  　 0：OFF
　　　　1：ON

注）積算照度測定中のみ有効になります。

⇒ 返信 : IC,m< デリミタ > 
m =  　 0：正常終了、1：エラー

IL - ○ 積算照度と時間の読み出し
積算照度と時間の読み出し：IL< デリミタ > 

⇒ 返信 : IL,mmmEsn,ttttt.t< デリミタ >
m =  　 積算値仮数部：  3 桁 (000 ～ 999）
sn =  　 積算値指数部：  -2 ～ +3
t    =  　 積算時間：  00000.0 ～ 10000.0 h

IS - ○ 積算照度測定の開始と終了
積算照度測定の開始：IS,m< デリミタ > 

m =  　 0：OFF、1：ON

⇒ 返信 : IS,m< デリミタ > 
m =  　 0：正常終了、1：エラー
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KC - ○ 色補正係数のユーザーエリア番号選択
ユーザーエリアの選択：KC,mm<デリミタ > 

m =  　 01 ～ 20

⇒ 返信 : KC,m< デリミタ > 
m =  　 0：正常終了、1：エラー

KS - ○ 色補正係数の使用
色補正係数の使用：KS,m<デリミタ > 

m =  　 0：OFF、1：ON

⇒ 返信 : KS,m< デリミタ > 
m =  　 0：正常終了、1：エラー

LD ○ ○ 照度計から PCへのデータ送信の選択
送信の選択：LD,m<デリミタ > 

m  =  　 0：測定ごと
                1：データ要求コマンド (RD) ごと
　　　　　（デフォルト）

⇒ 返信 : LD,n< デリミタ >
n =  　 0：コマンド正常受信、1：コマンドエラー

PO ○ ○ オートパワーオフの使用
オートパワーオフの使用： PO,m<デリミタ >

m  =  　 0：オートパワーオフOFF（無効）
                1：オートパワーオフON（有効）

注）積算照度測定中またはコンパレータ測定中に	
　　コマンドを受信した場合は、通常測定に戻った	
　　あとに実行されます。

⇒ 返信 : PO,m< デリミタ > 
m =  　 0：正常終了、1：エラー
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RA ○ ○ オートレンジの設定
オートレンジの設定：RA<デリミタ > 

⇒ 返信 : RA,m< デリミタ > 
m =  　 0：正常終了、1：エラー

RD ○ ○ 測定データの送信要求
送信要求：RD<デリミタ > 

⇒ 返信 : RD,m< デリミタ > 
m =  　 0：コマンド正常受信、1：コマンドエラー

RH ○ ○ レンジホールドの設定
レンジホールドの設定：RH,m<デリミタ > 

m =  　 0：9.99*、     1：99.9、       2：999、
               3：9,990、  4：99,900、   5：999,000

*： 51022 のみ

⇒ 返信 : RH,m< デリミタ > 
m =  　 0：正常終了、1：エラー

RS ○ ○ バッファの未送信（測定値）データの確認
確認：RS< デリミタ > 

⇒ 返信 : RS,m,n< デリミタ > 
m =  　 0：コマンド正常受信、1：コマンドエラー
n  =  　 0：未送信データなし、1：未送信データあり

TM ○ ○ 送信デリミタ設定
デリミタ設定：TM,m<デリミタ > 

m =  　 0：CRLF（デフォルト）
               1：LF
               2：0x03

⇒ 返信 : 0<TMコマンド受信前の設定デリミタ> 
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14.	 レコーダ出力 ( アナログ出力 )
レコーダ出力機能を使うと、本器を記録計やオシロスコープ	
などの観測機器に接続し、照度変化の記録あるいは光源の波形を	
観測することができます。
出力信号の仕様
	 999 mV ± 5%
	 ( レンジ固定、各レンジのフルスケールに対して )
	 負荷抵抗 100 k Ω以上

1.	 用意した被覆単芯シールド線を付属のレコーダ出力プラグに	
ハンダ付けします。

	 シールド線の他方を観測機器の入力と接続します。

シールド線

プラグカバー

‒側：ハンダ付け

+側：ハンダ付け

2.	 キャップを装着して照度計の電源をオンにして、	
プラグをレコーダ出力端子に差し込みます。

	 [REC、R-H] が表示され、レンジが固定 ( 手動レンジ ) されます。
	 オートパワーオフが解除され [AUTO POWER OFF] の表示が	
消えます。

3.	 RESPONSEスイッチを FAST にします。
4.	 出力電圧は有効表示 (3 桁 : digit) の末桁 1数字当たり (1digit)	
1 mV です。

	 測定範囲に合わせてレンジを確認 ( 設定 ) します。
	 レンジの設定については、「6. レンジホールド」を参照して	
ください。

5.	 受光部にキャップを装着して観測機器のゼロレベルを	
合わせます。

	 キャップを取り外して、測定を開始してください。
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15.	 受光部の分離
受光部と本体部を分離して使用できます。
専用の受光部延長ケーブル ( 別売 ) をご使用ください。
1.	 電源をオフにします。
2.	イジェクトボタンを押しロックを解除して、	
本体部と受光部を分離します。

3.	 本体部に延長ケーブルのコネクタ ( イジェクトピンの	
ある側 ) を挿入し、ロックされたことを確認します。

4.	 延長ケーブルのもう一方（ロゴ側）を受光部と接続し、	
ロックされたことを確認します。

5.	 電源をオンにして測定を開始してください。

（延長ケーブルを取外す場合は、イジェクトボタンを押し	
ロックを解除してから行ってください。）

延長ケーブル
イジェクトボタン 本体部

イジェクトボタン

イジェクトピン

ロゴ USB
コネクタ

[受光部]
[本体部]

[延長ケーブル]

16.	 USB 給電による動作
市販のUSB ケーブル (mini B タイプ ) を本器のUSB コネクタに	
接続することにより、外部からUSB 給電 （5 VDC ± 5％）が	
できます。

Note 
電池を入れたままでも、USB 給電は可能です。
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17.	 アフターサービス

17.1	 エラーメッセージについて

リップル比の設定時のエラー
	 Err. 0, Err. 3（12. リップル測定を参照）

以下のエラーが表示された場合、修理が必要な場合があります。
	 Err. 1：	 受光部エラー
	 Err. 2：	 オフセットエラー
	 Err. 4：	 本体部メモリエラー

下記の内容を確認してもエラーが表示される場合は、	
修理が必要です。

・ 受光部と本体部は確実に接続されているか？
	 ( イジェクトピンの正しい固定 )
・ ゼロ調整のときに、キャップを正しく装着していたか？
・ ゼロ調整のときに、キャップが破損していなかったか？
・ 電池 ( 電圧 ) は正常か？
	 ( 新しい電池に交換しても Err. 2 が表示されるか？ )

修理または校正が必要な場合は、当社またはお買い上げの 
販売店にお問い合わせください。
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18.	 製品仕様
51013
適合規格：	 計量法（JIS C 1609-2: 2008）
	 	 JIS C 1609-1: 2006 一般形 AA級照度計に準拠
型式承認番号：第 EE131 号
測定範囲：	 0.0 ～ 99.9/999/9,990/99,900/999,000 lx
	 	 ( レンジ切換、自動および手動レンジ )
直線性（確度）：(23℃± 2℃基準 )
	 3000 lx 以下の表示値：　±表示値の 2%± 1 digit
	 3000 lx を超える表示値：±表示値の 3%± 1 digit
応答時間：	 自動レンジ、5秒以下
	 	 手動レンジ、2秒以下
斜入射光特性：（余弦特性に対する偏差）
	 	 	 角度	 10°± 1%
	 	 	 	 30°± 2%
	 	 	 	 50°± 6%
	 	 	 	 60°± 7%
	 	 	 	 80°± 25%
可視域相対分光応答度特性：
	 標準分光視感効率 ( 標準比視感度 ) からの外れ f1’ の値：
	 	 6%以内
疲労特性：	 ± 1％
温度特性：	 ± 3％ (23℃基準、-10℃～ 40℃の範囲において )
湿度特性：	 ± 3％
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51022
適合規格：	 計量法（ JIS C 1609-2: 2008）
	 	 JIS C 1609-1: 2006 一般形 AA級照度計に準拠
型式承認番号：第 EE131 号
測定範囲：	 0.00 ～ 9.99/99.9/999/9,990/99,900/999,000 lx
	 	 ( レンジ切換、自動および手動レンジ )
直線性（確度）：(23℃± 2℃基準 )
	 3000 lx 以下の表示値：　±表示値の 2%± 1 digit
	 3000 lx を超える表示値：±表示値の 3%± 1 digit
応答時間：	 自動レンジ、5秒以下
	 	 手動レンジ、2秒以下
斜入射光特性：（余弦特性に対する偏差）
	 	 	 角度	 10°± 1%
	 	 	 	 30°± 2%
	 	 	 	 50°± 6%
	 	 	 	 60°± 7%
	 	 	 	 80°± 25%
可視域相対分光応答度特性：
	 標準分光視感効率 ( 標準比視感度 ) からの外れ f1’ の値：
	 	 6%以内
疲労特性：	 ± 1％
温度特性：	 ± 3％ (23℃基準、-10℃～ 40℃の範囲において )
湿度特性：	 ± 3％
リップル測定：	
	 昼間、室内蛍光灯 ( 高周波点灯は除く ) の照度測定
	 測定範囲：	 100 ～ 3000 lx
	 確度：	 	 23℃± 2℃基準
	 	 	 ±表示値の 7％± 1 digit



IM 51013-01JA42

51013, 51022 共通仕様
光電素子：	 シリコンフォトダイオード
表示：	 液晶表示 (LCD)、数字 7桁
	 	 機能・単位表示付
	 	 最大有効表示 ( 照度測定時 )、999+ 桁位 0表示
	 	 オーバーレンジ表示、[OL]
	 	 電池電圧低下表示、[  ]
測定周期：	 2 回 / 秒
レコーダ出力：	
	 999 mV± 5％  ( レンジ固定、各レンジのフルスケールに対して )
	 負荷抵抗　100 k Ω以上
オートパワーオフ：
	 積算測定、コンパレータ測定およびレコーダ出力プラグ	
	 挿入時は除く
	 最終キー操作後約 30 分、再延長および解除可能
使用温湿度：	-10℃～ 40℃、80％ RH 以下
	 	 （ただし結露なきこと）
保存温湿度：	-25 ℃～ 70 ℃、5～ 95％ RH
	 	 （ただし結露なきこと）
電源：	 単 3乾電池 2本 または USB 給電
電池寿命：	 約 40 h（アルカリ乾電池使用の場合）
入力定格：	 電池： 3 VDC (0.3 W)
	 	 USB： 5 VDC ± 5％ (0.5 W)
寸法：	 約 67 (W)×177 (H)×38 (D) mm
質量：	 約 260g（電池を含む）
USB コネクタ：	mini B タイプ
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計量法の性能（仕様）

検定公差：	 最大目盛の 4%
応答時間：	 5 秒以内
斜入射光特性：（余弦特性に対する偏差）
	 	 	 角度	 30°± 2%
	 	 	 	 60°± 7%
	 	 	 	 80°± 25%
可視域相対分光応答度特性：
	 標準分光視感効率 ( 標準比視感度 ) からの外れ f1’ の値：
	 	 8%以内
疲労特性：	 ± 1％
温度特性：	 ± 3％ (23℃基準、-10℃～ 40℃の範囲において )
湿度特性：	 ± 3％

上記以外の性能（仕様）については、JIS C 1609-2:2008 を	
参照してください。
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19.	 可視域相対分光応答度特性
人間の目で明るさとして感じることができる光の波長は、	
約 360 nm～約 830 nmです。この狭い波長範囲でも、人間の目
の感度は波長によって大きく違います。これを標準分光視感効率	
( 標準比視感度 ) といい、V ( λ ) で表しています。
照度計の重要な特性に可視域相対分光応答度特性があります。	
この可視域相対分光応答度特性を V ( λ ) に近似させることが	
大切になります。
可視域相対分光応答度特性は法定照度計の技術基準 (JIS C 1609-2)
や JIS C 1609-1 に規格化されています。照度計の相対分光応答度	
S ( λ ) を、5 nm間隔で 95 の波長において測定し、V ( λ ) からの	
外れ (f1') を計算しています。この評価法は CIE( 国際照明委員会 )	
の性能評価を取り入れています。
また、市場には白色光源、蛍光灯、水銀灯など多くの光源があり、
それぞれ異なった輝度分布を持っています。
通常、照度計の相対分光応答度特性と V ( λ ) にはわずかなずれが	
あるため、照度計を校正したときと異なる分光分布を持った光源	
の照度を測定する場合は、測定値が若干ずれます。
このずれを補正するのが色補正係数です。厳密な測定をする	
場合には、測定対象となる光源の色補正係数を照度計の指示値に	
乗じて補正することをおすすめします。
下記に相対分光応答度特性を示します。
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20.	 斜入射光特性
夜、読書をするとき電灯の下で本を見るときと、少し離れた	
場所で見るときでは明るさが違います。
このようなとき、電灯の方に本を向けると読み易くなることを	
経験されることがあると思います。
照明される面の垂線と、光の入射してくる方向との成す角を	
θとすると、照明される面の照度は cos θに比例します。
これを斜入射光特性といいます。斜入射光特性も規格化されて	
います。
照度計が斜入射光特性を満たしていないと、斜めから照らされた	
照度が正しく測定できません。下記に斜入射光特性を示します。
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21.	 照度測定方法
（JIS C 7612 照度測定方式抜粋 )
全般照明は、一般的には水平面照度を測定し平均値を求めます。
特に指定がない場合、測定面の高さは床上 85 cm、和室のときは
畳上 40 cm、廊下、屋外などの床面 ( 床面または地面で測定が	
困難な場合は床面または地面より 15 cm以内 ) とします。
測定場所を縦横それぞれ等間隔に分割し、等面積の単位区域に	
分けます。単位区域ごとに平均照度を求め、その算術平均値を	
全測定場所の平均照度とします。
単位区域ごとの平均照度を求める方法として、5点法と 4点法が	
あります。
5 点法
単位区域の辺の中心 (m点 ) と�重心点 (g 点 ) の照度 (Emと Eg) を	
測定し、以下の計算式で平均照度を求めます。

E0  =      (Em1+Em2+Em3+Em4+2Eg) =      (∑Em+2Eg)
1
6

1
6

m4

m3

m2

m1 g

4 点法
照度変化が小さい場合に適用します。単位区域の隅 4点 (i 点 ) の	
照度と（Ei）を測定し、以下の計算式で平均照度を求めます。

E0 =      (Ei1+Ei2+Ei3+Ei4) =      ∑Ei
1
4

1
4

i2 i3

i4i1

51022 を使用すると、4点法、5点法による
測定が容易に行えます。(「7. 平均照度」を参照 )
多数の分割区域の平均照度を直接求める方法もあります。
詳しくは JIS C 7612 を参照してください。
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22.	 照度基準
JIS Z 9110: 2010 （照度基準総則）より抜粋

学校

工場

商業施設

駅舎
（A級駅）

駐車場

道路，広場
及び公園

事務所

学習空間

作業

執務空間
共用空間
商店の一般
共通事項

大型店
デパート，
量販店など
窓口関係

旅客関係

屋内・地下

屋外

交通関係広場

歩行者交通
屋外
作業・執務室
執務室
共用空間

製図室
被服教室
実験実習室
教室
体育館
精密機械製造
繊維工場検査
一般の製造工場
などの作業
制御室
階段
重要陳列部
エレベータホール
商談室
階段
重要陳列部
一般陳列部
店内全般
改集札口
案内所
コンコース
待合室
通路（階段を含む）
交通量：多い
交通量：中程度
交通量：多い
交通量：中程度
交通量：多い
交通量：中程度
歩行者：多い

設計・設計室
事務室
会議室
書庫
階段

750
500
500
300
300

1500
750
500

200
150
750
500
300
150

2000
1000

500
1000

500
500
500
200
150

75
20
10
50
30
20

750
750
500
200
150

領域，作業又は活動の種類 照度(lx)
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保証書

保証書
※ご使用者名

取扱代理店

殿
※ No.

形名

保証　　※ご納入日
期間　　　　　　　年　　　　　月より 1年間

51013, 51022

お願い

保証規程

記

本保証書はアフターサービスの際必要となります。お手数でも※印箇所ご記入の
うえ本器の最終御使用者のお手許に保管してください。
○ 保証期間中に正常な使用状態で、万一故障等が生じました場合は下記に記載の

 保証規程により無償で修理いたします。
○ 本保証書は日本国内でのみ有効です。また保証書の再発行はいたしません。

(This warranty is valid only in Japan.)

保証期間中に生じました故障は無償で修理いたします。
但し、下記事項に該当する場合は無償修理の対象から除外いたします。

（1）不適当な取り扱いまたは使用による故障。
（2）設計仕様条件をこえた取り扱い（使用）または保管による故障。
（3）電池、ヒューズなどの消耗品および自然消耗部品の補充。
（4）当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または修理に起因する故障。
（5）火災・水害・地震その他の天災を始め故障の原因が本器以外の理由による故障。
（6）その他当社の責任とみなされない故障。　　　　　　　　　　　　

　     　　　　以上
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